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＜連絡事項＞

ゾーニング変更
レッドゾーン　：401号室内奥（中野渡　鉄男様）

402号室内奥（金　留示子様）

403号室奥（高橋　伸治様、飯豊　信雄様、五日市　規様、坂本　福子様）
405号室：高田　マキ様、大久保　すい様、上村　みわ様、小坂　君子様
406号室：赤間　健太様、久保　興介様、池田　康憲様、佐野　貢様
4階廊下奥：角濱　義弘様、十日市　利喜様、中川原　義雄様
イエローゾーン：4階廊下ホール：斎藤　光枝様、三浦　みよ子様、会津　慮子様、

畑中　成夫様、寺地　光幸様
　　　　　　　　3階：305号室：長谷川陽一様、高橋　康満様

　　　　　　　　　　 308号室：三浦　綾子様、尾嵜　マリ子様
グリーンゾーン：3階：302号室、303号室、306号室
※3階もイエローゾーンと同様の対応を実施中。居室前の廊下にて、各部屋退室時にはガウン交換して対応。

・食事対応：食事の下膳が打ち合わせの時間に間に合わない状況にあり、以下の対応となりました。残飯用にバケツを２つ付けた状態で配膳される為、3階・4階に分けて使用して下さい。
◯配膳：配膳フォローをする部署が、レストランから5階エレベーター前まで台車を運び、エレベータに載せる。その後北病棟スタッフへ連絡。

連絡を受けた北病棟スタッフは、病棟でエレベーターを呼び、エレベーターから、台車を降ろす。

◯下膳：北病棟スタッフが、エレベーターに台車を載せる。

　　　　　　　　　　その後、下膳フォローをする部署に連絡。

　　　　　　　　　　下膳をフォローする部署は、5階エレベーター前でエレベーターを呼び、台車を降ろす。レストランまで運ぶ
＜患者様連絡事項＞
【新規コロナウイルス感染者】
　7/17　4名（高田マキ様、久保興介様、池田康憲様、佐野貢様）

7/18　6名（角濱義弘様、大久保すい様、上村みわ様、中川原義雄様、十日市利喜様、　　　小坂君子様）
中野渡鉄男様～体温36℃台経過。呼吸器症状や嗄声なく自発的に日課へ取り組んでいる。感染症治療薬の内服継続も出来ている。
金　留示子様～体温36.6℃　呼吸器症状なく室内にて軽運動する場面あり。感染症治療薬も拒否なく内服継続出来ている。

坂本　福子様～体温36.5～36.7℃　酸素飽和度96～100％　湿性咳嗽・喀痰持続。動作緩慢と呼吸苦・嗄声の訴えあり。感染症治療薬も拒否なく内服継続出来ている。
飯豊　信雄様～体温36.3～36.5℃　酸素飽和度97～99％　湿性咳嗽・喀痰軽度持続。食事・
　　　　　　　水分は摂れている。感染症治療薬も拒否なく内服継続出来ている。
高橋　伸治様～体温36.5～36.8℃　酸素飽和度93～96％　湿性咳嗽・喀痰軽度持続。食事・
水分は摂れている。感染症治療薬も拒否なく内服継続出来ている。
五日市　規様～体温36.1～36.6℃　酸素飽和度96～98％　湿性咳嗽・喀痰軽度持続。呼吸苦の訴えや息切れなし。食欲不振の訴えなく摂取出来ている。感染症治療薬も拒否なく内服継続出来ている。
赤間　健太様～体温36.6～36.7℃　酸素飽和度98～99％　湿性咳嗽・喀痰軽度持続。倦怠感の訴えは消失。
高田　マキ様～体温36.6～37.6℃　酸素飽和濃度97～98％　湿性咳嗽・喀痰あり。室内から出て来る事を繰り返し介入要している。

久保　興介様～体温36.3～36.6℃　酸素飽和濃度96～99％　湿性咳嗽・咽頭痛あり。
　　　　　　　下痢症状あり、本日からミヤBM3P　3×毎食後　3日分処方。

池田　康憲様～体温36.5～37.6℃　酸素飽和濃度95～97％　倦怠感・咽頭痛・湿性咳嗽あり。食欲はあり、水分・食事は摂取出来ている。発熱に対しクーリング対応しているが、解熱せず16：30カロナール（200）2錠服用。
佐野　貢様～体温37.3～38.4℃　酸素飽和濃度95～97％　体熱感・咽頭痛・倦怠感訴えあり。食事・水分は摂取出来ている。発熱に対して16：30カロナール（200）2錠服用。
角濱　義弘様～体温36.6～37.0℃　酸素飽和濃度95～97％　湿性咳嗽・咽頭痛以外自覚症状なし。食事・水分も摂取出来ている。
大久保　すい様～体温36℃台　酸素飽和濃度95～98％　感冒症状はないが、脱力感と食欲不振あり。食事は1/4程度の摂取で済ませようとする為、介助にて食事摂取している。
上村　みわ様～体温36.7～37.0℃　酸素飽和濃度96～97％　感冒症状なし。食事・水分も摂取出来ている。
中川原　義雄様～体温36～37.4℃　酸素飽和濃度98～100％　湿性咳嗽はあるが、咽頭痛の訴えはない。
十日市　利喜様～体温36～37.1℃　酸素飽和濃度96～97％　湿性咳嗽はあるが、咽頭痛の訴えはない。
小坂　君子様～11：00体温38.0℃　眠気、左鼻腔内鼻閉感訴えあり。抗原検査実施し陽性。隔絶対応開始している。以後、体温37.5～38.0℃　酸素飽和濃度96％　室内で活発に動き回り、発熱に対しての自覚なし。
【感染者と同室の濃厚接触】9名
・三浦　綾子様～37.6～37.5℃の発熱あり。抗原検査を午前・午後実施しているが陰性。

他患者様は、発熱・咽頭痛などの症状なく経過。
